
広島市の街並みと原爆ドーム（2015年12月）「ＮＨＫクリエイティブ・ライブラリー」　
Imagine/John Rennon



被爆体験伝承者　大石 秀
邦

被爆体験証言者　梶矢 文昭 

被爆体験伝承講
話



講話の流れ

1   原子爆弾その被害の様
子
2   梶矢文昭さんの被爆体験

3   次世代へヒロシマを繋ぐ



1945年８月６日（月）午前８時15分
　秒

1945年８月９日（木）午前11時02
分　秒

はじめに



1   原子爆弾その被害の様子





撮影　米軍（1945年3月28
日）
寄贈　スティムソン・セン
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作成　広島市立大学　橋本
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提供　広島平和記念資料館
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撮影　米軍（1945年3月28
日）
寄贈　スティムソン・セン
ター
作成　広島市立大学　橋本
健佑
提供　広島平和記念資料館



 1：45  エノラ・ゲイ号、観測機と撮影機を伴っ
て離陸
 7：09  気象観測機１機が広島県上空へ、警戒警報
発令
 7：31  気象観測機は広島県上空を去り、警戒警
報解除
 8：06  福山市西部の上空を西へと進む大型機３
機発見
 8：15  原子爆弾（リトルボーイ）投下（43秒後さ
く裂）

８月　６
日

７月２５
日

７月１６
日

８月３日以降に、広島・小倉・新潟・⾧崎の一
つに投下を決定

米国がニューメキシコ州アラゴモード実験場で
の世界初の核実験（トリニティー実験）に成功

８月   ２日 第１投下目標を

「広島原爆戦災誌」から引
用

（日本時
間）
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放射線
伝承者（大石）作成図



上空600mで炸



色は全焼区域を示
す
色は建物倒壊区域を
示す
色は川及び海面を示
す

色は山林を示す

原子爆弾被災状
況

広島市街説明図

国立広島原爆死没者追悼平和祈念館作成地図から一部
転載





爆風圧　約11ト
ン
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半径２㎞以内の木造家屋はほぼ
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無数のガラス片が飛び散る
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伝承者（大石）作成図
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２   梶矢文昭さんの被爆体
験
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二つの疎開

 建 物 疎 
開

「可部に集団疎開した児童」　提供 広島市立白島小学校   所蔵　広島平和
記念資料館

「現在の平和大通り付近での建物疎開」　作　濱田義雄　所蔵　広島平和記
念資料館
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作　梶矢 文昭



作　梶矢 文昭 



作
梶矢 文昭



作
梶矢 文昭



昭和14年７月　大廣島市街地図（復刻版）　発行　
あき書房

京橋川
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作
   梶矢 文昭



作
梶矢 文昭



作
梶矢 文昭
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作
梶矢 文昭 氏



作
梶矢 文昭 
氏



青空教
室

広島市立荒神町小学校

所蔵・提供　中国新聞社

1948年6月



作　梶矢 文昭



作　梶矢 文昭



作　梶矢 文昭



 「かけつけた 父は死体の姉を出し
          なお 吾子 さがす 火が迫

る中」
分散授業所から避難していることを知るよしもなく、
私を見つけだせなかった父は、合掌してその場を離
れたという

梶矢 文昭  著 「閃光と再生　原爆・教育・蝶と旅  」（2001年発行）から



原 民喜　と　大石 正
文



昭和14年７月　大廣島市街地図（復刻版）　発行　
あき書房
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原  民喜（1905年11月15日 - 1951年3月
13日）

幟町の自宅便所内で
被爆

猛火の京橋川河岸にて
一泊広島東照宮に避難して
一泊

所蔵・提供　広島市立中央図書
館

所蔵・提供　広島市公文
書館



佐伯郡八幡村にて「夏の花」
執筆東京都杉並区で逝去（行年46
歳）

平和公園内慰霊碑　撮影　伝承者（大石）広島東照宮階段下の追憶碑　撮影　伝承者
（大石）



大石 正文（1931年２月11日 - 2007年5月6
日）

1942年 西志和国民学校６年生（ 11
歳）

　所蔵　伝承者（大石）



泉邸内の叔母宅で被
爆

京橋川を渡り東練兵
場へ

重体の叔母を連れて
避難

泉邸（現 縮景園）　 所蔵 ・ 提供　沖本 春樹1955年（24歳）頃　所蔵 　伝承者（大
石）

広島商業学校三年生　動員先（日本製鋼所）
は電休日　



梶矢 文昭（６歳）小
学生　

原    民喜（40歳）小
説家

大石 正文（14歳）中
学生

原 民喜

大石 正
文

梶矢 文
昭

昭和14年７月　大廣島市街地図（復刻版）　発行　あ
き書房
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３   次世代へヒロシマを繋ぐ



　撮影　伝承者（大
石）

被爆体験を語る梶矢
さん



「三度許すまじ　原爆を世界の町
に」

ふるさとの　街やかれ　
　身よりの骨うめし　焼土に
　　今は　白い花咲く
　　　ああ許すまじ　原爆を
　　　　三度許すまじ　原爆
を
　　　　　われらの街に

被爆体験を語る梶矢さん　撮影　伝承者（大石）

原爆を許すまじ

作詞　浅田石二　作曲　木下航二　





戦略核（大型）から戦術核（小
型）へ

 ◆ 広島型 → TNT換算で 約
16kt（±2kt）

 ◆ 戦略核 → TNT換算で 約
1,000kt（1mt）級

 ◆ 戦術核 → TNT換算で 約0.5～100kt

TNT（トリニトロトルエン）　爆薬の原
料

基本抑止から拡大抑止そして核共
有へ？



原爆死没者慰霊碑から望む原爆ドーム　　撮影　伝承者（大
石）



現在の原爆ドーム

撮影　伝承者（大石）2023年

被ばく後の産業奨励館開館時の広島物産陳列館

所蔵・提供　広島平和記念資
料館

所蔵・提供　広島市公文書館



ご聴講ありがとうございまし
た


